
人間関係学科 卒業認定・学位授与の方針 

（ディプロマ・ポリシー） 
 

 文学部人間関係学科は、基盤教育による基盤力に加え、人間関係学に関する専門教育を通し

て、以下の能力を有すると認めた者に学士（人間関係学）の学位を授与します。 

 

■ 豊かな「知識」 

人間関係及び人間と社会や自然との関係を解明するための基礎的な知識や概念、法則を体

系的に身につけ、学修によって得られた知識と現実の人間関係にかかわる課題とのつながり

を理解している。 

 

■ 知識を活用できる「技能」 

人間関係の諸原理の解明に関し、必要な調査や実験を実施するための基礎的な方法論をは

じめ、資料やデータを分析して結論を導くための技能を身につけている。 

 

■ 次代を切り開く「思考・判断・表現力」 

人間関係の諸原理を解明する学修を通して、様々な事象に対し総合的、論理的に考察し、

専門的な見地から自らの考えや判断を表現することができる。 

 

■ 組織や社会の活動を促進する「コミュニケーション力」 

人間関係の諸課題に関する学術的研究を通して、多様な考えを持つ他者と包括的な議論を

行いながら、協働して活動できる力を有している。 

 

■ 社会で生きる「自律的行動力」 

人間関係の諸課題について問題意識を持ち続け、学修成果である人間関係及び人間と社会

や自然との関係を理解し、実践につなげる姿勢を身につけている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

・地域・環境・世界（地球）の分野を中心として、社会で生きていくための基盤となる幅広い知識を

有している。 

・英語などの基礎的運用能力、情報リテラシー、資料等を読み解く技能を身につけている。 

・多様なものの見方、考え方、価値観などを理解し、思考・判断することができる。 

・個人の異なる生き方や価値観を理解し、社会と調和し、組織や社会の活動を促進することができ

る。 

・他者との関わりの中で自己を律し、自己のキャリア形成に向けて継続して学び、公共性、倫理性

を持って行動できる。 

※ 基盤力の詳細は基盤教育センターのページを参照 

～その基盤力として、基盤教育で次の力を身につけます～ 




